
ε－ポリリシン

1.食品添加物名
　ε－ポリリシン (e-Polylysine)

2.基原・製法・本質
　放線菌 (Streptomyces albulus)の培養液より、イオン交換樹脂を用いて吸着、分離して得られ
たものである。成分はε－ポリリシンである。

3.主な用途
　保存料

4.安全性試験成績の概要
(1)単回投与試験
　急性経口LD50はラット、マウスとも5,000mg/kg超と考えられる1),2)。

(2)反復投与/発がん性試験
　SDラットを用いた混餌 (0.2、1、5%)投与による3ケ月間の反復投与試験において、5%投与群
で摂餌量の減少、体重増加抑制、血糖値、血中アルブミン、血中トリグリセライド及び血中リン
脂質の減少、肝臓及び甲状腺の臓器重量の減少が認められている。また、リンパ球の減少を伴う
白血球数の減少が認められている。無毒性量は0.5g/kg/ day と考えられる3)。SD ラットを用い
た混餌 (0.2、0.65、2%)投与による 104 週間の慢性毒性/発がん性併合試験において、2%投与
群で投与初期に体重増加抑制が認められたが、その後正常に回復している。発がん性は認められ
ていない。無毒性量は1g/kg/dayと考えられる4)。

(3)変異原性試験
　細菌を用いた復帰変異試験 5),6)、細菌を用いた DNA 修復試験、哺乳類培養細胞を用いた染色
体異常試験6)、マウスを用いた小核試験7)の結果は、いずれも陰性と判断される。
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